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◎令和 3 年度一般会計予算を不認定に◎ 
令和 3 年度一般会計予算の付帯決議に対する対応が不十分である 

こと等から、私も所属するねやがわ未来議員団等、反対多数 

により不認定としました。 

 

1. 接客のプロ窓口職員について 
接客のプロとして単年度契約で採用した窓口専門職員が、僅か 1 年後に議会の反対を押し切り

正規職員化された。他の会計年度任用職員との待遇格差、退職までの経常経費の増加、窓口業

務及び市民サービスの在り方の固定化など本当に必要なのか。 

2. 第四中学校区小中一貫校整備に係る建設等工事について 
建設等工事費だけで約 82 億（別途器具費等経費がかかる）の一貫校整備工事が進む一方、他

の学校（22 小学校、11 中学校）の整備計画が進められていない状況にある。 

子どもたちの教育環境の整備、また建築から一定の年数が経過している各学校の整備を進める

には、かって行われていた校区問題審議会を行う必要があると、予算承認時に付帯決議を付し

たが、決算に至るまで動きがなかった。 

3. クレーム続発の「寝屋川ギフト事業」について 
当初期限までに事業者の参加が低調であり、延長して、期限までに書類が揃わないケースもあ

り、半ば強引に事業者を集めた。結果応募者の属性に合わない、実例として、バイクに乗らな

い 80 歳女性にヘルメットが当たる等の事態が起こり、クレームの電話が 700 件。 

企画段階から、産業経済団体等との連携を入念に行うようにと附帯決議をしたのにも関わら

ず、充分な連携をとらず、税金の無駄遣いとの批判が噴出する結果となった。 

      

★ 12 月定例会一般質問 ★※全文はブログにアップいたします。 

〇光熱水費高騰への庁舎等での対策について〇 
寝屋川市の光熱水費は当初予算約 6.9 億円（上下水道会計含む）でしたが、 

 9 月に 1.1 億円、12 月にも 1.3 億円増額の補正予算が組まれました。一般 

家庭や企業でも様々な対策が取られている中、本市の光熱水費増額への対策 

について質問をしました。 

  西尾：本市では公共施設の LED 化が子育てリフレッシュ館リラット、 

新ゴミ焼却施設、本庁舎の一部でしか行われていません、計画の前倒し等、更に積極的 

に取り組まないといけないと考えるが、お答えください。 

  行政側：国の達成目標や蛍光灯の製造終了を踏まえ、年次的な改修計画について検討を進めて

いるところです。 

  西尾：国が 2030 年まで 50％、2040 年には 100%を目標とする設置可能な公共施設の屋根等へ 

     の太陽光発電の設置について本市の現状及びこれからの計画についてお答えください。 
 行政側：本庁舎、クリーンセンターに設置済み、建築中の第四中学校区小中一貫校への設置を

予定しています。今後は改修時などに施設所管部局と連携し検討してまいります。 
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※付帯決議とは 
案件を可決する際に、議会の

意思、要望を表明する決議。 
議会の過半数をもって付する

ことができる。 
 



道の拡張など新たなまち

づくりが進むふるさと 

リーサム地区明和を視

察。市内数か所のまちづ

くり協議会にも注視。 

京阪高架事業委員会視察 

工期は当初の令和 10 年

度末では終わらず更に数

年予定。 

枚方寝屋川消防組合議

会視察。堺市総合防災

センターへ。堺市の防

災中核拠点、寝屋川市

の防災備蓄センターの

更なる活用を。 

要望していた、フードド

ライブの通年化と目立つ

のぼりが実現。本庁舎・

保健福祉センター・産業

振興センターに設置。 

 

〇令和 5 年度以降の社明運動と地域協働協議会について〇 
 社明は昭和 46 年の発足以来、委託事業として、まちを清潔にする運動 

 人権意識を高める運動、青少年の健全育成を進める運動、地区推進委員会の 

 活動を各中学校区で請け負ってきました。私自身現在 45 歳ですが議員になる 

前 30 代前半から社明運動に参加し、その後地域協働協議会にも立ち上げ時 

から参加してきました。令和 5 年度以降、地域活動の重複を無くし、地域 

住民の負担を軽減すること等を理由とし小学校区の地域協働協議会への統合が 

進められていることから何点か質問をしました。 

 

 西尾：統合し社明の名を残す、残さない、又はいままで通りの社明も OK でずっと行くのか。 

 行政側：統合は一つの選択肢で、持続的に活動することが重要で、地域の意向を尊重していく。 

 

 西尾：委託契約だった社明の活動費が交付金団体の地域協働にどのように支払われるのか。 

行政側：現在中学校区に 42 万円委託料で支払われているものを、小学校区の地域協働へ 21 万円 

    へずつ交付金として支出していきたいと考えています。 

 

 西尾：中学校区から小学校区へとした場合、学校の規模や校区の人口により、会員の数が等し

く 1/2 になるわけではない、中には活動している実数で 8：2、や 9：1 になる校区もあ

る、現実問題としてこれでは活動ができないと思うがどうでしょうか。 

行政側：校区の課題の把握に努め、対策を講じてまいりたいと考えています。 

 

西尾：両団体ともに総会を開き規約の改正を行い、統合の賛否を問う必要があると考えるが、

もし仮に否決された場合はどうなるのかお答えください。また同じ中学校区で片方の小

学校校区で否決された場合はどうなるのか。 

行政側：地域 3 団体の総会での議決が不可欠であると考えています。 

 

西尾：とりわけ人権問題については、社明以外に各地域で取り組んでいる団体がなく、昨今

様々な課題が増えている中、非常に心配しているがどうするのか。 

行政側：重要なことと考え、男女共同参画課と連携し、校区社名、若しくは地域協働で取り組

んでいただける様に調整していきたい。 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 ■ 寝屋川市議会議員 にしお 勝成 ■ 2019 年 4 月寝屋川市初の 1 票差で当選 1 期目 
■ねやがわ未来議員団  ■総務都市創造常任委員会副委員長  ■立憲民主党 ■昭和 52 年 11 月 20
日寝屋川市生まれ  ■前職 認可保育園 園長  ■私立恵愛幼稚園 ・寝屋川市立第五小学校・第六中学
校卒業 ・私立啓光学園（現・常翔啓光学園）高等学校卒業・大阪経済法科大学法学部・法律学科卒業 
 ■寝屋川市消防団員、寝屋川青年会議所シニアクラブ、寝屋川市倫理法人会、寝屋川市中央ライオンズクラブ
ねやキッズ実行委員会など所属 【資格など】ホームヘルパー２級、柔道初段、防災士、応急手当普及員、防火
管理者、衛生推進者など 


